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＜6 月の景気ウォッチャー、消費動向調査の結果は、先行き民間需要の減速を示唆＞ 
 

先週(7/9-7/13)は、6 月の景気ウォッチャー調査、消費動向調査、国内企業物価指数、輸出入物価指数、5 月の民間機械

受注、情報サービス業売上高、第 3 次産業活動指数、鉱工業生産指数(確報値)及び国際収支が更新された。これらのデー

タは、民間企業設備、民間企業在庫品増減、政府最終消費支出及び純輸出の予測値に影響を及ぼす。 

5 月の第 3 次産業活動指数は前月比+0.7%上昇し、5 ヵ月ぶりのプラスとなった。エコカー補助金や復興需要の効果に

よる卸売・小売業の好調が影響している。うち、5 月の公務等活動指数は同-0.2%と 2 ヵ月ぶりのマイナス。この結果、

4-6 月期実質政府最終消費支出の予測値は前期比+0.4%となり、先週(同+0.5%)から小幅下方修正された。 

6 月の景気ウォッチャー調査によると、現状判断 DI は 3 ヵ月連続で前月比低下した。また同月の消費者態度指数は 2 ヵ

月ぶりに悪化した。企業、消費者ともに心理は横ばいとなっており、先行きの民間需要の減速を示唆している。 

2010 年基準の国内企業物価指数及び輸出入物価指数が発表された。6 月の国内企業物価指数は前年比-1.3%と 3 ヵ月連

続で下落した。輸出物価指数は同-4.3%下落し 28 か月連続のマイナス。輸入物価指数は同-3.1%低下し 3 ヵ月連続のマイ

ナスとなった。この結果、4-6 月期の実質純輸出の予測値は先週から小幅上方修正された。 

実質民間企業設備と純輸出の予測値は上方修正されたが、実質政府最終消費支出と民間企業在庫品増減の予測値が下方

修正されたため、今週(7/16)の CQM(支出サイド)は、4-6 月期実質 GDP 成長率を前期比年率+1.3%と予測する。先週の予

測(+1.1%)から小幅の上方修正である。内需は緩やかに回復しているが純輸出は縮小している。 

CQM 予測の動態：実質 GDP 成長率 
2012Q2 (%，前期比年率換算) 
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▶先週は、6 月の国内企業物価指数、

輸出入物価指数、5 月の民間機械受

注、情報サービス業売上高、第 3 次

産業活動指数、鉱工業生産指数(確報

値)及び国際収支が更新された。 
▶これらは、民間企業設備、民間企業

在庫品増減、政府最終消費支出及び

純輸出の予測値に影響を及ぼす。 
▶5 月の公務等活動指数は前月比

-0.2%と 2 ヵ月ぶりのマイナス。こ

の結果、4-6 月期実質政府最終消費

支出の予測値は先週から下方修正。 
▶6 月の景気ウォッチャー現状判断

DI、消費者態度指数、いずれも前月

から悪化した。企業、消費者ともに

心理は横ばいとなっており、先行き

の民間需要の減速を示唆している。 
▶6 月の輸出入物価指数を更新した

結果、4-6 月期の実質純輸出の予測

値は先週から小幅上方修正された。 
▶今週の CQM は、4-6 月期の実質

GDP 成長率を前期比年率+1.3%と

予測。先週(+1.1%)から小幅上方修正

された。 
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内容に関するお問い合わせは下記まで

e-mail:inada-y@apir.or.jp 日本経済（週次）予測（2012 年 7 月 16 日） 
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